
第２７回宮崎海岸市民談義所

国土交通省 宮崎河川国道事務所

宮崎県

日時：平成27年8月4日（火曜日）18：30～21：00

場所：宮崎市佐土原総合支所研修室

議事次第

本日の流れ
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５．談 義

６．今後の予定

７．その他
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１．宮崎海岸の侵食対策の概要
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宮崎海岸保全の基本方針 - 5 -



宮崎海岸の侵食対策 - 6 -
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①北から流入する土砂を増やす
｛中長期｝一ツ瀬川北側や河川からの流入土砂を増やす

｛当面｝養浜をすすめる

埋設
まいせつ

護岸
ご が ん

 



宮崎海岸侵食対策の技術検討の流れ
～技術検討から対策の実施と効果検証～
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宮崎海岸ステップアップサイクル

どのような方法をとればよいかを検討・実施し、効果を確認しながら、修正・改善を加えて、
対策を着実に進める。

Ａ：修正 Ｃ：確認

Ｄ：実行Ｐ：計画

効果を確認

現象の複雑さ
予測の不確実性

宮崎海岸侵食対策は、
「侵食対策の検討、計画」から、

「侵食対策の実施、効果・影響の確認」の段階に。



体制と運営方針
～委員会、技術分科会、効果検証分科会、市民談義所～
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宮崎海岸トライアングル

宮崎海岸の砂浜の保全を目的として、行政・市民・専門家が三者一体となって進める。



これまでの談義所、分科会、委員会等の開催状況
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■宮崎海岸 侵食対策検討委員会 平成19年9月7日～現在までに13回開催

■宮崎海岸 侵食対策検討委員会 技術分科会 平成21年1月29日～現在までに11回開催

■宮崎海岸 侵食対策検討委員会 効果検証分科会 平成24年7月22日～現在まで3回開催

■宮崎海岸 市民談義所 平成21年4月25日～現在まで26回開催
（※談義所開催以前に、懇談会5回、勉強会15回を開催）

※ 宮崎海岸では、これまで侵食対策検討の場として３つの会議、開かれた市民の参加の場として市民談義所等を開催し、
談義を積み重ねてきました。
開催の履歴等については、展示している『宮崎海岸のこれまでの取り組み』（年表 市民とのあゆみ）、受付に置いている

『宮崎海岸の侵食対策 ～成り立ちと経緯～』（パンフレット）でご覧いただけます。

侵食対策検討委員会 技術分科会効果検証分科会 市民談義所

第3回 【平成26年9月26日開催】 第13回 【平成26年11月6日開催】 第11回 【平成26年11月27日開催】 第26回 【平成27年7月10日開催】
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２．第26回宮崎海岸市民談義所の振り返り



（２）第26回宮崎海岸市民談義所の開催概要
①開催概要

□開催日：平成27年7月10日（金）

□場所：佐土原総合文化センター 研修室

□参加した市民：21名
□議事概要：

１．宮崎海岸の侵食対策の概要

２．砂浜の生態系について（水産大学校須田教授による講演）

３．第25回宮崎海岸市民談義所以降の振り返り

４．宮崎海岸の工事と海岸の状況変化

５．工事の効果や影響に関する調査結果の概要

６．今後の予定
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第26回市民談義所のようす

●効果検証分科会長である水産
大学校須田教授から「砂浜の
生態系」と題して講演をして
いただき、質疑応答を行った。

●また、「第25回宮崎海岸市民
談義所の振り返り」「宮崎海
岸の工事と海岸の状況変化」
「工事の効果や影響に関する
調査結果の概要」について事
務局から説明し、談義を行っ
た。

●市民談義所のあり方・談義の
重要性や、階段工の設置につ
いての意見・質問が出された。

※来る8月4日(火)に、談義の時間を

多く予定した市民談義所を開催予
定であることをアナウンスした。



（２）第26回宮崎海岸市民談義所の開催概要
②須田先生の講演の概要
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・砂浜はこれまで、生態系に関して研究者や行政の間で重要視されてこなかったため、研究が著しく遅れている。

・宮崎海岸は、急深で高波浪という厳しい条件であるが、水上バイクやレスキューボードを使用することで、最も研究が遅れて

いたサーフゾーンの魚類の研究について、大型のサーフネットを用いた調査が可能であることがわかった。

・宮崎海岸のプロジェクトでは、宮崎海岸の特色を考えた、生物関係の調査メニューが組まれており、大変ユニークな取り組み

である。

・砂浜地下水がサーフゾーンへの栄養塩供給の大きな源となり、魚類へとつながる一連の栄養関係が存在すると考えられる。
砂浜地下水に含まれる栄養塩の起源は砂丘背後の耕地からだとする研究があり、人の生活と砂浜生態系のつながり

を考えることも重要である。

・浜の背後に広がる砂丘では、独特の砂丘植生が見られる。砂丘植生の、海側から内側に向かって変化する自然の連続

性を保つことは非常に重要である。



（２）第26回宮崎海岸市民談義所の開催概要
③談義の概要
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談義の概要
市民の方からの意見 回 答

＜地球温暖化への対応について＞
□地球温暖化と異常気象の問題を心配している。今の工法で持つのか。

＜事務局＞
□データ等を確認しながら直さなければならいところは直して、ステップアップサイク

ルで改良しながらやっていく。

＜海岸の状況変化、海岸の土砂量変化について＞
□平成25年、26年、27年と写真を用いて説明があったが、浜崖の後退状況等

がわかるように、もうちょっと前から、時系列的に説明してもらうと良い。
□土砂量変化の図で、養浜をしている中で、一ツ瀬川河口右岸は土砂が増え

た、石崎浜、動物園東は減っている、県管理区間、宮崎港では増えている
と示されているが、この理由を説明してほしい。

＜事務局＞
□土砂の変化量というのは、その時点時点で違っているので、効果を見ながらやっ

ているが、理由と結果をすぐに説明できるものではない。
養浜を投入したとしても、波が来たら砂は移動して海が地形を作るので、すべて
養浜のみで安定するというわけではない。

＜動物園東のコンクリート階段計画について＞
□動物園東の海岸の一部に突然石詰めの袋が入った。工事業者に聞くと、今

後コンクリートの階段を造るという話だった。
動物園東地区は、住吉海岸でコンクリートや石の構造物がない唯一の

1kmの海岸である。そこを何とか大事にしたい。その気持ちを突然裏切るよ
うなことをやらないでほしい。

＜事務局＞
□階段の設置も検討していたが、具体的に「こういった構造でここに造る」ということ

が決定しているわけではない。石詰めの袋は、仮設である。階段が必要か、必
要でないかを含めて合意形成を図りたい。

＜市民談義所の立ち位置について＞
□今、市民談義所の開催は半年に1回であり、市民はその間に海岸の状態な

どを勉強して、自分の意見をぶつけて回答をもらおうとして来ているはずで
ある。談義時間15分で何が解決するのか。

□市民談義所での話し合いで出た結果を分科会や検討委員会にコーディネー
タが持っていって、検討してもらえるという認識があるので、みんな軽い気
持ちでは来ていない。

□勉強をしたい人はいると思う。それであれば、６時から始めて７時まで勉強
会をしましょうという構成でもいいのではないか。

＜事務局＞
□1時間くらい事務局の説明があって、談義していつも時間が足りなくなってというの

を、今まで繰り返してきたので、市民の皆さんと1回ゆっくりお話しする時間を取っ
た第27回の市民談義所を、8月4日(火)に企画している。

＜コーディネータ＞
□今後の市民談義所のプログラムについても、市民の声をしっかり認識して、ぜひ
こういった内容でやってほしいという提案は事務局に対して行っていきたい。

＜海岸の立ち入り禁止区域について＞
□動物園東の立ち入り禁止をなんとかしてほしい。

＜事務局＞
□埋設護岸の覆土が崖になり、管理責任からあり立ち入り禁止にしている。

台風11号が過ぎ去った後には降りられるように工夫をしていきたい。

市民連携
コーディネータのまとめ

・市民が、自分たちが言いたいのはそういうことではないということを自ら言うことも、市民談義所の機能のひとつである。
・市民の皆さんは、自分たちがこの海岸を守っているんだ、見ているんだという意識を持っていただきたい。



（２）第26回宮崎海岸市民談義所の開催概要
④動物園東の階段工について
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・動物園東 里道のボックスカルバートを抜けた先が、砂丘から海岸へのアプローチになっている。

・ふだん利用されている状態を見て、階段の設置も検討していた。ただし、具体的に「こういった構造でここに
造る」ということが決定しているわけではない。

・現在、設置している石詰めの袋は仮設である。（サンドパックの入っていない箇所の侵食を防ぐため。）

・階段が必要か、必要でないかを含めて合意形成を図りたい。合意形成（市民談義所での談義）をしない限り
は階段工に着手しない。

第26回市民談義所における確認事項

7月15日撮影
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３．台風通過に伴う埋設護岸の変状について



（1）台風の来襲状況 - 16 -

○平成27年7月には3つの台風が宮崎海岸に接近した。台風9号、12号
は九州西側を北上し、台風11号は九州東側（宮崎海岸沖合）を北上し
た。また、7月20日頃には九州西側を熱帯低気圧が通過している。

台風9号 台風11号

台風12号

※○中の数字は日付（Ｈ２７年７月）を示す

台風経路

熱帯低気圧
（7月20日天気図）



（2）波浪・潮位の状況 - 17 -

○平成27年7月は台風9号、11号、12号、熱帯低気圧の影響で
有義波高2～3m程度以上のやや高い波浪が長期間にわたっ
て作用した(有義波高2m以上39％、3m以上13％)。

○台風9号が通過した7月9日15時には最大有義波高5.08m，周
期14.7sを観測した(ネダノ瀬)。

ネダノ瀬

（水深21m）

石崎川

一ツ瀬川 大炊田地区

埋設護岸 宮崎港

st.4
（水深3～4m）

アメダス

宮崎空港

動物園東地区

埋設護岸

st.3
（水深3～4m）

9号
11号

熱帯低気圧
12号

海岸法線



（3）大炊田地区の現地状況 - 18 -

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

①大炊田地区南端より北側を望む（H27.7.28）

① ②

②大炊田地区南端より南側を望む（H27.7.28）



（4）動物園東地区の現地状況 - 19 -

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸
佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸
Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

①

①動物園東南端部（H27.7.18）



（5）動物園東地区の現地状況（越波状況） - 20 -

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸
Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

①

①動物園東南端部（H27.7.14）



大炊田地区の現地状況
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（6）大炊田地区の現地状況 台風9号通過前（ H27.7.10（金） ） - 22 -

○台風9号通過前は、サンドパックは露出していたが、健全な状態であった。

SP0305101520SP23

Co護岸

再設置済み区間
袋詰玉石・Asマット再設置区間袋詰玉石設置区間

SP15

SP21
SP20

SP19

SP18

SP16

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

写真撮影箇所

陸側

海側



（7）大炊田地区の現地状況 台風9号通過後（ H27.7.15（水） ） - 23 -

○台風9号通過後は、南部の再設置済み箇所（SP09～20）でアスファルトマットが露出していた。また、
SP09前面ではアスファルトマットの不陸が生じていた。

SP09袋詰玉石とAsマット
SP10

SP11
SP03

05101520SP23

Co護岸

再設置済み区間
袋詰玉石・Asマット再設置区間袋詰玉石設置区間

Asマット露出・不陸Asマット露出（不陸なし）

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

写真撮影箇所

陸側

海側



（8）大炊田地区の現地状況 台風11号通過後（ H27.7.18（土） ） - 24 -

○台風11号通後は、サンドパックに異常は見られなかったが、SP13前面のアスファルトマットに異常な
曲がりが確認されるとともにSP10～20のアスファルト不陸が一部見られた。

SP13 SP14

SP19

SP18

SP03
05101520SP23

Co護岸

再設置済み区間
袋詰玉石・Asマット再設置区間袋詰玉石設置区間

Asマット露出・不陸Asマット露出（弱い不陸）
Asマット曲がり

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

写真撮影箇所

陸側

海側



（9）大炊田地区の現地状況 台風11号通過後（ H27.7.18（土） ） - 25 -

SP03
05101520SP23

Co護岸

再設置済み区間
袋詰玉石・Asマット再設置区間袋詰玉石設置区間

Asマット露出・不陸Asマット露出（弱い不陸）
Asマット曲がり

SP03

石崎川

SP07

SP09

SP10

SP20

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸
佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

写真撮影箇所

陸側

海側



（10）大炊田地区の現地状況 台風11号通過後（ H27.7.21（火） ） - 26 -

○台風11号通後の7月21日では、南部の再設置済み箇所ではほぼ全域でアスファルトマットに不陸が
生じている。また、SP09前面では袋詰玉石が破損し、アスファルトマットが海側に移動していた。

○アスファルトマットの不陸に伴い、下段海側サンドパックが緩やかにうねるような変形も生じていた。

SP0305101520SP23

Co護岸

再設置済み区間
袋詰玉石・Asマット再設置区間袋詰玉石設置区間

Asマット海側に移動Asマット露出（不陸）
Asマット曲がり

下段海側サンドパックに

緩やかなうねり

SP18

SP17

SP09

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸
佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

写真撮影箇所

陸側

海側



（11）大炊田地区の現地状況 台風12号通過後（ H27.7.27（月） ） - 27 -

○台風12号通後の7月27日では、南部の再設置済み箇所ではアスファルトマットの不陸が大きくなって
いる。また、アスファルトマットの不陸に伴うサンドパックの変形も大きくなっていた。

○マット前面水深が深くなっている様子が伺えた。

SP0305101520SP23

Co護岸

再設置済み区間
袋詰玉石・Asマット再設置区間袋詰玉石設置区間

Asマット露出・不陸が顕著

下段海側サンドパックに

顕著なうねり

上段サンドパックにも顕著なうねり

SP10
SP11

SP14

○特にSP10は上段サンドパックも大きくうねる
ほど、下段サンドパックが変形していた。

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

写真撮影箇所

陸側

海側



（12）大炊田地区の現地状況 変状等のまとめ - 28 -

袋詰玉石損傷大、Asマット移動

SP03

Asマットの顕著な不陸、サンドパックの波打ち発生

04050607080910111213141516171819202123 22

袋詰玉石損傷大

上段サンドパックもうねり

SP09より北側：H27.7.21撮影
SP09前面：H27.7.21撮影

SP09より北側：H27.7.27撮影

SP10

SP10～20までAsマットが波打ち

陸側

海側



（13）大炊田地区の応急対策 - 29 -

■平面図

SP03
05101520SP23

Co護岸

再設置済み区間
袋詰玉石・Asマット再設置区間袋詰玉石設置区間

●SP10～15付近のサンドパックの海側に土砂を投入（合計7,150m3）
・台風11号通過後（7/22～24） 2,000m3

・台風12号通過後（7/27～8/3） 5,150m3

土砂養浜Ｖ=7,150m3

H27.7.28撮影

陸側

海側



動物園東地区の現地状況

- 30 -



（14）動物園東の現地状況 台風9号通過後（ H27.7.11（土） ） - 31 -

SP01SP02SP03SP0４SP05SP06

陸側

アスファルトマット

サンドパック
海側

アスファルトマットの水平部露出
（撓み込ませ部分は露出していない。）

袋詰 Co護岸

消波フロック

○平成27年の台風9号通過時では、北部の
サンドパック(SP01～05程度)が上下段とも
に露出し、前面のアスファルトマットも露出
していた。

○ただし、サンドパック、アスファルトマットと

もに変状は見られなかった。

SP01

SP02

SP01

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜
写真撮影箇所



（15）動物園東地区の現地状況 台風9号通過後（ H27.7.13（月） ） - 32 -

SP1SP2SP3SP４SP5SP6

陸側

アスファルトマット

サンドパック
海側

アスファルトマットの不陸・先端部露出
サンドパック下段海側の変形

袋詰 Co護岸

消波フロック

袋詰最下段流出

○台風9号通過後では、南部のアスファルトマット(SP01～02程度)の不陸および下段海側サンドパックのう
ねりが確認された。

○南端の袋詰玉石も最下段が破損・流出した。

SP02

SP02

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸
Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜
写真撮影箇所



（16）動物園東地区の現地状況 台風9号通過後（ H27.7.14（火） ） - 33 -

SP1SP2SP3SP４SP5SP6

陸側

アスファルトマット

サンドパック
海側

SP02の下段海側の損傷

袋詰 Co護岸

消波フロック

袋詰海側の複数段流出

アスファルトマットの不陸・先端部露出
サンドパック下段海側の変形の拡大

○北部のアスファルトマットの不陸・先端露出範囲
が拡大するとともに、SP02の下段海側サンドパッ
クが損傷し、中詰めの砂が流出した。

SP02

SP03

SP02

SP01

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜
写真撮影箇所



（17）動物園東地区の現地状況 台風9号通過後（ H27.7.15（水） ） - 34 -

海岸保全区域（直轄施工） 海岸保全区域（直轄施工）

○北部のアスファルトマットの不陸・先端露出範
囲がさらに拡大した。

SP1SP2SP3SP４SP5SP6

陸側

アスファルトマット

サンドパック 海側

袋詰 Co護岸

消波フロック

袋詰海側の複数段流出
アスファルトマットの不陸・先端部露出
サンドパック下段海側の変形の拡大

SP04
SP03

SP05
SP04

SP06

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜
写真撮影箇所



（18）動物園東地区の現地状況 台風11号通過後（ H27.7.17（金） ） - 35 -

SP1SP2SP3SP４SP5SP6

陸側

アスファルトマット

サンドパック
海側

袋詰 Co護岸

消波フロック

袋詰流出の拡大

SP04の１段目海側の損傷（推定）

○台風11号の通過後では袋詰玉石はほぼ全壊した。また、SP04の下段海側の損傷が推定された。

SP05

SP04

SP01

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸
佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸
Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜
写真撮影箇所



（19）動物園東の現地状況 台風11号通過後（ H27.7.17（金） ） - 36 -

SP01

SP02

SP03

SP04

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜
写真撮影箇所



（20）動物園東の現地状況 台風12号通過後（ H27.7.27（月） ） - 37 -

SP1SP2SP3SP４SP5SP6

陸側

アスファルトマット

サンドパック
海側

袋詰 Co護岸

消波フロック

土砂投入（6,000m3）

SP02,04の上段の傾倒

○サンドパックSP02,04の上段が大きく海側に傾いた。また、アスファルトマットの露出範囲も北側にやや
広がった。ただし、南端に土砂投入を実施したこともあり、大きく損傷が進行しなかった。

SP01

SP02

SP06

SP05

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸
佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸
Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜
写真撮影箇所



（21）動物園東地区の現地状況 変状等のまとめ - 38 -

袋詰玉石

ほぼ全壊

下段破損

上段傾倒

下段破損

SP01SP02SP03SP04SP05
SP06

養浜段差

Asマット不陸・破断

SP04より南側：H27.7.21撮影

SP04

SP02

SP02より海側：H27.7.14撮影

SP08より南側：H27.7.27撮影

SP08

下段海側サンドパックの破損

下段海側サンドパックの沈下

上段サンドパックの傾倒
アスファルトマットの不陸

アスファルトマットの露出

陸側

海側



（22）動物園東地区の応急対策 - 39 -

養浜
Ｌ＝１８ｍ

大型土のう
設置 N=20個

大型土のう
設置 N=20個

SP背面養浜材侵食区間
L=100m

土砂養浜
V=6,000m3

ＡＢＣ

陸側

海側 １工区 Ｌ＝１９５ｍ

SP1SP2SP3SP４
SP5SP6

アスファルトマット

サンドパック積層体(2段積)

養浜(法尻)

■平面図

H27.7.18より着手



（23）動物園東地区の応急対策 - 40 -

H27.7.18より着手

■被災箇所Ａ断面 ■横断図（Ｂ・Ｃ断面）

陸側 海側 陸側 海側

■断面図



（24）大炊田地区、動物園東地区の現地状況のまとめ - 41 -

■大炊田地区 ■動物園東地区
石崎川及びコンクリート護岸に隣接する埋設護

岸の南端部で、アスファルトマットに変状は生じた
が、サンドパックの破損には至らず、埋設護岸に
より浜崖後退は阻止された。

コンクリート護岸に隣接する埋設護岸の南端部
で顕著な侵食。アスファルトマットに変状が生じ、
一部のサンドパックが破損したが、埋設護岸によ
り浜崖後退は阻止された。

7月28日撮影7月28日撮影

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸
Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜



- 42 -

４．市民発表

● ホームページでのアンケート調査について

● 突堤と離岸堤の早期整備について

● 地球温暖化、気象災害、海面上昇、猛暑、熱帯性の降雨について

● 砂嘴形成による砂浜復元に関する海浜植物を核とする砂丘造成について

● 最近の海岸の話

発表のルール

・建設的、紳士淑女的な発
表を行うこと

・発表時間厳守（5分）

・質疑は「５．談義」で行う



- 43 -

５．談 義

ピンクの付箋紙

『市民発表』

についての意見、質問

ワークショップの方法

※ 意見、質問を記入した付箋紙を模造紙に貼ってください。

水色の付箋紙

『事業（侵食対策）』

についての意見、質問

黄色の付箋紙

『その他』

の意見、質問



６．今後の予定 - 44 -

■ 第12回技術分科会 ・・・・・ 8月6日

■ 宮崎海岸侵食対策検討委員会 効果検証分科会
・・・・・ 8月28日

■ 第13回技術分科会 ・・・・・ 9月下旬

■ 宮崎海岸侵食対策検討委員会 ・・・・・ 10月2日

■ 次回の宮崎海岸市民談義所 ・・・・・ 10月中旬

■ 平成27年度工事着手 ・・・・・ 10月下旬



- 45 -

７．その他


